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［要約］ 

本研究は、新型コロナウイルス感染拡大によって旅行意識と行動にどのような変化があ

るかを確認するために行なわれた。調査はインターネットパネルから首都50km圏在住者を

層化ウエイト系統抽出で抽出し、インターネット調査（インターネット配布、回収）によ

り有効回収数978人を得た。調査の結果から、新型コロナウイルス感染拡大以降に、国内

旅行していない人は5割半ばで、国内旅行した人を上回り、さらに国内の旅行していない

人の中で「新型コロナウイルス感染拡大が主な理由としている人」は３割台後半となっ

た。新型コロナウイルス感染拡大前と比べると、感染拡大後で国内旅行に行った人、国内

旅行日数が少なくなっていた。帰省では、コロナ感染拡大以降に帰省する人は2020～2022

年の３年間で増加傾向にあった。また、旅行への意向では、意向のある人の方が多く、ワ

クチン接種回数が旅行意向と関連していた。 

 

 

［キーワード］コロナ禍、ワクチン接種、国内旅行、旅行回数、旅行日数、旅行人数 
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1. はじめに 

本研究の分析に用いたデータは、東洋大学社会学部 2022 年度「社会調査および実習

A・B メディア4」(担当教員：大竹延幸)で実施した調査結果を用いている。東洋大学社会

学部（2022）の調査は、新型コロナウイルスが長期化する中での生活の変化を、お金の使

い方、旅行、SNSの利用、スマフォ決済の利用、インターネットショッピングの利用など

について広く調査しているものであるが、本研究ではその中でも旅行に注目し、調査結果

を分析した。 

 

2. 調査概要 

調査目的：新型コロナウイルス感染拡大が3 年目に入り長期化する中で、新型コロナウイ

ルス感染拡大前と感染拡大後での旅行に対する意識や行動変化を明確にすることを目的に

した。 

下記、調査対象～調査主体については、東洋大学社会学部（2022）「2022 年度社会調査およ

び実習 A・B メディア 4 調査報告書」より引用。 

 

調査対象：首都50km 圏（総務省が定義している旧東京都庁を中心とした半径50km を参

考に配信。具体的な区市町村名は図表2参照）在住の20 歳以上69歳以下の男女 

 

標本抽出方法：層化ウエイト系統抽出（層化基準：男女別年代ウエイト：過去の回収率を

参考に年代別にウエイトをつけて抽出）注：ウエイトをつけた抽出なので，本来ウエイト

の逆数をウエイトとしたウエイト付き集計をすべきであるが，本報告書の集計ではウエイ

ト付き集計を行っていない。 

＊調査は、インターネットパネルを対象としていることから，報告書を読むに当たっては

その点を考慮されたい。 

 

図表 1:調査票回収数（年齢と性別による調査票回収数は以下の通り） 

 

 

 

  

性別／年代 配信総数 回収数 回収率 配信総数 回収数 回収率 配信総数 回収数 回収率

20歳～29歳 16825 92 0.5% 17102 82 0.5% 33927 174 0.5%

30歳～39歳 4759 83 1.7% 9414 115 1.2% 14173 198 1.4%

40歳～49歳 1022 120 11.7% 1351 80 5.9% 2373 200 8.4%

50歳～59歳 681 148 21.7% 785 110 14.0% 1466 258 17.6%

60歳～69歳 302 98 32.5% 259 50 19.3% 561 148 26.4%

合計 23589 541 2.3% 28911 437 1.5% 52500 978 1.9%

合計女性男性
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図表 2:調査票配信エリア 

 

 

 

調査時期：2022年 9⽉ 

調査主体：東洋大学社会学部 

  

都道府県：　埼⽟県

市区町村：　さいたま市⻄区 さいたま市北区 さいたま市⼤宮区 さいたま市⾒沼区 さいたま市中央区 さいたま市桜区 さいたま市浦和区 さいた

ま市南区 さいたま市緑区 さいたま市岩槻区 川越市 川⼝市 秩⽗市 所沢市 飯能市 本庄市 春⽇部市 狭⼭市 上尾市 草加市 越⾕市 蕨

市 ⼾⽥市 ⼊間市 朝霞市 志⽊市 和光市 新座市 桶川市 久喜市 北本市 ⼋潮市 富⼠⾒市 三郷市 蓮⽥市 坂⼾市 幸⼿市 鶴ヶ島市 ⽇

⾼市 吉川市 ふじみ野市 ⽩岡市 北⾜⽴郡伊奈町 ⼊間郡三芳町 ⼊間郡⽑呂⼭町 ⽐企郡川島町 ⽐企郡吉⾒町 秩⽗郡皆野町 秩⽗郡

⻑瀞町 秩⽗郡⼩⿅野町 児⽟郡美⾥町 児⽟郡神川町 児⽟郡上⾥町 南埼⽟郡宮代町 北葛飾郡杉⼾町 北葛飾郡松伏町

都道府県：　千葉県

市区町村：　千葉市中央区 千葉市花⾒川区 千葉市稲⽑区 千葉市若葉区 千葉市緑区 千葉市美浜区 銚⼦市 市川市 船橋市 館⼭市

⽊更津市 松⼾市 野⽥市 佐倉市 旭市 習志野市 柏市 勝浦市 市原市 流⼭市 ⼋千代市 我孫⼦市 鎌ケ⾕市 君津市 浦安市 四街道市

袖ケ浦市 ⼋街市 印⻄市 ⽩井市 南房総市 匝瑳市 印旛郡酒々井町 印旛郡栄町 ⾹取郡東庄町 ⼭武郡横芝光町 ⻑⽣郡睦沢町 ⻑⽣

郡⻑柄町 夷隅郡御宿町

都道府県：　東京都

市区町村：　千代⽥区 中央区 港区 新宿区 ⽂京区 台東区 墨⽥区 江東区 品川区 ⽬⿊区 ⼤⽥区 世⽥⾕区 渋⾕区 中野区 杉並区

豊島区 北区 荒川区 板橋区 練⾺区 ⾜⽴区 葛飾区 江⼾川区 ⼋王⼦市 ⽴川市 武蔵野市 三鷹市 ⻘梅市 府中市 昭島市 調布市 町⽥

市 ⼩⾦井市 ⼩平市 ⽇野市 東村⼭市 国分寺市 国⽴市 福⽣市 狛江市 東⼤和市 清瀬市 東久留⽶市 武蔵村⼭市 多摩市 稲城市 ⽻

村市 あきる野市 ⻄東京市 ⻄多摩郡瑞穂町 ⻄多摩郡⽇の出町

都道府県：　神奈川県

市区町：　横浜市鶴⾒区 横浜市神奈川区 横浜市⻄区 横浜市中区 横浜市南区 横浜市保⼟ケ⾕区 横浜市磯⼦区 横浜市⾦沢区 横

浜市港北区 横浜市⼾塚区 横浜市港南区 横浜市旭区 横浜市緑区 横浜市瀬⾕区 横浜市栄区 横浜市泉区 横浜市⻘葉区 横浜市都筑

区 川崎市川崎区 川崎市幸区 川崎市中原区 川崎市⾼津区 川崎市多摩区 川崎市宮前区 川崎市⿇⽣区 相模原市緑区 相模原市中央

区 相模原市南区 横須賀市 鎌倉市 藤沢市 茅ヶ崎市 逗⼦市 厚⽊市 ⼤和市 海⽼名市 座間市 南⾜柄市 綾瀬市 三浦郡葉⼭町 ⾼座郡

寒川町 ⾜柄上郡⼭北町 ⾜柄下郡箱根町 ⾜柄下郡真鶴町 ⾜柄下郡湯河原町 愛甲郡愛川町

都道府県：　茨城県 市区町村：　⿓ケ崎市 常総市 取⼿市 ⽜久市 守⾕市 坂東市 つくばみらい市 猿島郡五霞町 猿島郡境町 北相⾺郡利根町
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3. 調査結果の概要とまとめ 

3.1. まとめ 

【新型コロナウイルス感染対策ワクチン接種回数】 

ワクチンの接種回数は、「３回接種した」が 55.1%と半数を超える。また層別にみると、

年齢が⾼くなるとワクチンの接種回数がより多くなる傾向があり、男女ともに 60 代は、4 

回の接種している人が半数を超える。 

 

【新型コロナウイルス感染拡大後の国内旅行】 

新型コロナウイルス感染拡大以降の「2020年～2022年に旅行した人」は43.9%、「旅行し

ていない人」は56.1%となり、旅行していない人が11.2ポイント⾼い。さらに、旅行して

いない人の中で「新型コロナウイルス感染拡大が主な理由としている人」は37.2%となっ

た（回答者全体n=987では20.9%）。 

 

【新型コロナウイルス感染拡大後の国内旅行回数】 

2020 年～2022 年の各年の国内旅行に行った回数（旅行に行った人集計ベース）をみると、

いずれの年でも「１回」が最も多く、次いで「２回」が多くなり、2020～2022 年までの回

答傾向は大きくは変わらないが、平均回数で、2022 年の平均回数が低くなった。 

 

【新型コロナウイルス感染拡大後の国内旅行人数】 

国内旅行によく行っていた人数（自分含む）は、「2 人」が 49.4%で最も多く、次いで「3

人」が 18.6%で続き、平均人数は 2.6人となる。 

 

【新型コロナウイルス感染拡大後の国内旅行日数】 

国内旅行でよく行っていた旅行日数は、「2 日」が 51.0%で最も多く、次いで「1 日」が

21.2%で続き、平均日数は 2.2 日となる。 

 

【新型コロナウイルス感染拡大前と感染拡大後の国内旅行】 

2017～2019年の３年間で旅行に行っていた人（年１回以下～年 10回以上）は 70.6%と 7

割に達するが、2020～2022 年に旅行した人は 43.9%となり、新型コロナウイルス感染拡大

前と比べ感染拡大後では 26.7 ポイント低い。特に女性 60 代で旅行した人の減少幅が大き

い。 

 

【新型コロナウイルス感染拡大前と感染拡大後の国内旅行人数】 

新型コロナウイルス感染拡大前の国内旅行によく行っていた人数と感染拡大後の人数（集

計ベース：旅行に行った人）は、ともに「２人」が最も多く、次いで「３人」が多くなる。
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新型コロナウイルス感染拡大前後の比較では、コロナ感染拡大後に「２人」が 7.2ポイント

増加し、平均人数は 0.2人の減少にとどまる。 

 

【新型コロナウイルス感染拡大前と感染拡大後の国内旅行日数】 

新型コロナウイルス感染拡大前と感染拡大後の国内旅行に行っていた日数（集計ベース：

旅行に行った人）を比較すると、コロナ感染拡大後に「1 日」と「2日」が合わせて 15ポイ

ント増加、一方で「３日」が 9.6ポイント減少し、平均日数では 0.3 日減少している。 

 

【新型コロナウイルス感染拡大後の帰省】 

回答者の 2020～2022 年の間、都道府県を跨いだ帰省は、「帰省をした」が 28%となる。

また、帰省をした年（集計ベース：帰省をした回答者）は、「2020 年」47.1%、「2021 年」

70.8%、「2022 年」78.5%となり、増加傾向にある。 

 

【旅行意向（プライベートでの旅行）】 

旅行意向は、「行きたいと思っている」が 37.4%と４割弱となる。性年齢別にみると、男

性 30 代で「行きたいと思っている」が３割未満と低めとなる。またワクチンの接種回数が

多くなると旅行意向も⾼くなる傾向がみられた。性年齢×ワクチン接種回数×旅行意向の

３元表の対数線形モデル分析をした結果、性年齢はワクチン接種に関連し、さらにワクチン

接種回数は旅行意向に関連しているということが明らかになった。 

 

3.2. 考察 

新型コロナウイルス感染拡大前と感染拡大後の国内旅行を比較すると、感染拡大後に国

内旅行に行く人が少なくなっていた。さらに旅行に行っていない人の中でも、新型コロナウ

イルス感染拡大を主な理由とする人は 3 割台後半になり、新型コロナウイルス感染拡大に

よって旅行に行くこと自体を控えている人は多い。また、国内旅行に行っている人であって

も、旅行日数が短くなっている傾向がみられた。 

新型コロナウイルス感染拡大以降の 2020 年から 2022 年の３年間でみると、国内旅行に

行くことや旅行に行った回数ともに大きな変化はなく、2022 年の旅行平均回数の値が低く

なっていたが、これには調査実施が 9⽉であることが影響していると考えられる。一方、そ

の３年間で帰省をした比率が年々増加傾向にあることから、レジャーでもある国内旅行で

は、まだ行動を自粛することが変らず続いているが、家族や親族との顔を合わせるための帰

省のような移動に関しては新型コロナウイルス感染拡大の影響による自粛も年々弱くなり、

帰省者が増えてきていると考えられる。 

旅行意向（プライベートでの旅行）は、ワクチン接種回数と関連があり、ワクチン接種回

数が多いほど旅行意向が⾼くなる傾向がみられた。これはワクチンを接種することにより、

より外出行動への抵抗がなくなり、旅行への意向が⾼くなっているためと考えられる。 
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４．結果の詳細 

4.1. 社会的属性 

4.1.1 性別（A1） 

回答者の性別は「男性」55.3%、「女性」44.7%となり、「男性」の方が 10.6ポイント⾼い。 

 

図表 3:性別(A1) 

 

4.1.2 年齢（A2） 

回答者の年齢をみると、「50～54 歳」が 14.0%で最も多く、「55～59 歳」が 12.4%、「25

～29 歳」が 11.7%で続く。 

 

図表 4:年齢(A2) 

 

(n=978)

男性

55.3%

女性

44.7%

n=

20～24

歳

25～29

歳

30～34

歳

35～39

歳

40～44

歳

45～49

歳

50～54

歳

55～59

歳

60～64

歳

65～69

歳

上記以外

978  6.1 11.7 9.2 11.0 9.2 11.2 14.0 12.4 8.9 6.2 -

男性　計 541  6.1 10.9 5.9 9.4 10.5 11.6 14.4 12.9 10.4 7.8 -

女性　計 437  6.2 12.6 13.3 13.0 7.6 10.8 13.5 11.7 7.1 4.3 -

(%)

TOTAL

性別

6.1

11.7
9.2

11.0
9.2

11.2
14.0

12.4
8.9

6.2

-
0%

10%

20%

30%

n=30以上で

TOTAL＋10pt以上

TOTAL－10pt以下
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4.1.3. 婚姻状況（A3） 

回答者の婚姻状況は、「既婚」59.0%、「未婚」41.0%であり、「既婚」の方が 18ポイント

⾼い。 

図表 5:婚姻状況(A3) 

 

 

4.1.4. 職業（A4） 

回答者の職業は、「正社員、団体職員、公務員など」が 45.4%で最も多く、「非正規社員、

パート、アルバイト」19.5%、「専業主婦（夫）」13.7%、「無職（リタイア、求職者など）」

11.5%が続く。 

図表 6:職業(A4) 

 

 

(n=978)

未婚

41.0%

既婚（離婚・死

別を含む）

59.0%

n=978

経営者、役

員、理事な

ど

正社員、団

体職員、公

務員など

非正規社

員、パート・

アルバイト

（主婦

（夫）の

パート・アル

バイトを含

む）

商工自営業 農林漁業 学生（浪人

を含む）

専業主婦

（夫）

無職（リタイ

ア、求職者

など）

その他

1.9

45.4

19.5

4.5
0.1 2.0

13.7 11.5

1.3

0%

20%

40%

60%
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4.2 新型コロナウイルス感染対策ワクチンについて 

4.2.1. 新型コロナウイルス感染対策ワクチンの接種回数（A5） 

回答者の新型コロナ感染対策ワクチンの接種回数は、「３回摂取した」が 55.1%で最も多

く、「２回接種した」が 16.2%で続く。「１回も接種していない」は 14.8%となる。性年齢別

にみると、男性 60代で「4 回接種した」が 53.1%、女性 60代で「4回接種した」が 52.0%

と多い。一方で、男性 30代で「１回も接種していない」が 24.1%と多い。 

 

図表 7:新型コロナウイルス感染対策ワクチン接種回数(A5) 

 

 

 

  

1回接種した 2回接種した 3回接種した 4回接種した 1回も接種していない

n=

978  

男性　計 541  

　　20代 92  

　　30代 83  

　　40代 120  

　　50代 148  

　　60代 98  

女性　計 437  

　　20代 82  

　　30代 115  

　　40代 80  

　　50代 110  

　　60代 50  

(%)

TOTAL

性×年齢

0.9

0.9

3.3

1.2

0.8

-

-

0.9

2.4

0.9

-

0.9

-

16.2

13.5

28.3

12.0

17.5

7.4

5.1

19.5

28.0

21.7

22.5

10.0

16.0

55.1

57.3

47.8

55.4

63.3

74.3

34.7

52.4

46.3

52.2

55.0

67.3

26.0

13.0

13.7

3.3

7.2

2.5

6.8

53.1

12.1

3.7

3.5

12.5

9.1

52.0

14.8

14.6

17.4

24.1

15.8

11.5

7.1

15.1

19.5

21.7

10.0

12.7

6.0
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4.3. 旅行について 

4.3.1. 2017 年~2019 年 3 年間の年平均国内旅行回数（C3） 

回答者の 2017 年~2019 年 3 年間の年平均国内旅行回数は、「年に１～３回」が 35.4%で

最も多く、次いで「2017 年～2019 年の 3年間は帰省を除く国内旅行には行っていない」が

29.4%で続く。 

 

図表 8:2017 年～2019 年 3 年間の年平均国内旅行回数(C3) 

 
 

4.3.2. 新型コロナウイルス感染拡大後に国内旅行（日帰り旅行を含む）に行った回数（C4） 

回答者の新型コロナウイルス感染拡大後の国内旅行に行った年では、「2022 年」が 35.2%、

「2021 年」が 32.7%、「2020 年」が 32.0%となり、３年間でそれほど大きな違いはみられ

ない。「2020 年～2022 年の今までの間は帰省を除く国内旅行は行っていない」は 56.1%と

なる。 

  

n=

年に1回以

下

年に1～3回 年に4～6回 年に7～9回 年に10回以

上

2017年～

2019年の3

年間は帰省

を除く国内

旅行には

行っていない

978  20.4 35.4 10.0 1.6 3.1 29.4

男性　計 541  19.4 34.9 10.0 2.2 3.7 29.8

20代 92  20.7 38.0 7.6 3.3 4.3 26.1

30代 83  9.6 39.8 6.0 4.8 2.4 37.3

40代 120  22.5 35.0 13.3 0.8 1.7 26.7

50代 148  17.6 31.8 10.1 2.7 6.1 31.8

60代 98  25.5 32.7 11.2 - 3.1 27.6

女性　計 437  21.7 35.9 10.1 0.9 2.3 29.1

20代 82  23.2 28.0 9.8 1.2 3.7 34.1

30代 115  18.3 40.0 8.7 1.7 1.7 29.6

40代 80  18.8 42.5 11.3 - 3.8 23.8

50代 110  22.7 36.4 10.9 0.9 0.9 28.2

60代 50  30.0 28.0 10.0 - 2.0 30.0

(%)

TOTAL

性×年齢

20.4

35.4

10.0

1.6 3.1

29.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

n=30以上で

TOTAL＋10pt以上

TOTAL－10pt以下
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図表 9:新型コロナウイルス感染拡大後に国内旅行に行った年(C4) 

 

2017 年~2019 年 3 年間の年平均国内旅行回数で「年１回以下」～「年 10回以上」と回

答した人を、『コロナ感染拡大前に旅行に行った』とし、新型コロナウイルス感染拡大

後、「2020 年」「2021 年」「2022 年」に「１」以上の回答をした人を『コロナ感染拡大後

に旅行に行った』として、新型コロナウイルス感染拡大前と拡大後で比較した。その結

果、回答者全体では、コロナ感染拡大後に 26.7 ポイント減少している。また、すべての性

年齢層で 20ポイント以上減少、特に女性 60 代で 40 ポイントと減少が大きい。 

 

図表 10:新型コロナウイルス感染拡大前と拡大後の国内旅行にいった比率 差分(C3、C4) 

 

n=

2020年 2021年 2022年 2020年～

2022年の

今までの間

は帰省を除く

国内旅行は

行っていない

978  32.0 32.7 35.2 56.1

男性　計 541  33.5 33.3 35.3 56.6

20代 92  30.4 29.3 30.4 57.6

30代 83  31.3 30.1 28.9 59.0

40代 120  35.0 39.2 40.8 53.3

50代 148  36.5 34.5 39.9 56.8

60代 98  31.6 30.6 31.6 57.1

女性　計 437  30.2 32.0 35.0 55.6

20代 82  30.5 31.7 32.9 58.5

30代 115  32.2 36.5 34.8 53.0

40代 80  32.5 33.8 40.0 47.5

50代 110  27.3 29.1 37.3 55.5

60代 50  28.0 26.0 26.0 70.0

(%)

TOTAL

性×年齢

32.0 32.7 35.2

56.1

0%

20%

40%

60%

80%

n=30以上で

TOTAL＋10pt以上

TOTAL－10pt以下

ｎ

a.

コロナ拡大前に

旅行に行った

※1

b.

コロナ拡大後に

旅行に行った

※2

差分

(b-a)

978  70.6 43.9 -26.7

男性　計 541  70.2 43.4 -26.8

20代 92  73.9 42.4 -31.5

30代 83  62.7 41.0 -21.7

40代 120  73.3 46.7 -26.6

50代 148  68.2 43.2 -25.0

60代 98  72.4 42.9 -29.5

女性　計 437  70.9 44.4 -26.5

20代 82  65.9 41.5 -24.4

30代 115  70.4 47.0 -23.4

40代 80  76.3 52.5 -23.8

50代 110  71.8 44.5 -27.3

60代 50  70.0 30.0 -40.0

※1　コロナ感染拡大前に旅行に行った：C３　「年に１回以下」～「年に10回以上」回答者

※2　コロナ感染拡大後に旅行に行った：C4「１」以上回答者

TOTAL

性×年齢

n=30以上で

TOTAL＋10pt以上

TOTAL－10pt以下
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2020 年の国内旅行に行った人の国内旅行回数をみると、「１回」が最も多く 41.5%、次い

で「2 回」が 24.9%、「3回」が 13.1％となり、平均回数は 3.1回である。2021 年の国内旅

行に行った人の国内旅行回数をみると、「1回」が 38.4%で最も多く、次いで「2回」が 26.6%、

2022年の国内旅行に行った人の国内旅行回数をみると、「1回」が 41.3%で最も多く、次い

で「2 回」が 29.9%となり、2020～2022 年までの全体傾向は大きくは変わらないが、平均

回数でみると、2022 年の平均回数が低くなっている。 

 

図表 11:新型コロナウイルス感染拡大後の国内旅行回数（年度別）(C4) 

 

 

4.3.3. 新型コロナウイルス感染拡大前、国内旅行人数（C5-1SQ1） 

新型コロナウイルス拡大前に国内旅行に行っていた人の国内旅行によく行っていた人数

（自分含む）は、「2 人」が 42.2%で最も多く、次いで「3人」が 20.3%で続き、平均人数は

2.7人となる。 

 

図表 12:新型コロナウイルス感染拡大前、国内旅行人数(C5-1SQ1) 

 

n=

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回以上 平均回数

（回）

313  41.5 24.9 13.1 2.6 6.4 2.6 8.9 3.1

320  38.4 26.6 13.4 5.0 5.0 3.8 7.8 3.0

344  41.3 29.9 11.3 3.8 5.5 1.7 6.4 2.6

(%)

2020年 TOTAL

2021年 TOTAL

2022年　TOTAL

0%

20%

40%

60%

n=

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人以上 平均人数

（人）

690  15.4 42.2 20.3 14.5 4.5 1.9 1.3 2.7

男性　計 380  19.7 34.7 23.2 13.4 5.3 2.1 1.6 2.7

20代 68  22.1 35.3 19.1 11.8 10.3 1.5 - 2.6

30代 52  26.9 34.6 23.1 3.8 5.8 5.8 - 2.4

40代 88  14.8 25.0 35.2 20.5 2.3 2.3 - 2.8

50代 101  18.8 35.6 18.8 19.8 4.0 1.0 2.0 2.8

60代 71  19.7 45.1 18.3 4.2 5.6 1.4 5.6 2.7

女性　計 310  10.0 51.3 16.8 15.8 3.5 1.6 1.0 2.7

20代 54  13.0 51.9 11.1 14.8 3.7 1.9 3.7 3.2

30代 81  13.6 56.8 8.6 17.3 2.5 1.2 - 2.4

40代 61  4.9 27.9 31.1 26.2 6.6 3.3 - 3.1

50代 79  8.9 53.2 21.5 11.4 3.8 - 1.3 2.7

60代 35  8.6 74.3 8.6 5.7 - 2.9 - 2.2

(%)

TOTAL

性×年齢

15.4

42.2

20.3
14.5

4.5 1.9 1.3

0%

20%

40%

60%

n=30以上で

TOTAL＋10pt以上

TOTAL－10pt以下
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4.3.4. 新型コロナウイルス感染拡大後、国内旅行人数（C5-2SQ1） 

回答者のコロナウイルス感染拡大後、国内旅行によく行っていた人数（自分含む）は、「2

人」が 49.4%で最も多く、次いで「3人」が 18.6%で続き、平均人数は 2.6 人となる。 

 

図表 13:新型コロナウイルス感染拡大後、国内旅行人数(C5-2SQ1) 

 

 

国内旅行によく行っていた人数を新型コロナウイルス感染拡大前と拡大後で比較する

と、感染拡大後では「２人」が 7.2 ポイント増加、平均人数は 0.2人減少している。性年

齢では男性 20 代、男性 40 代、女性 50代で「２人」が 10ポイント以上増加している。 

 

図表 14:国内旅行によく行っていた人数 差分（感染拡大後-感染拡大前） 

 

 

n=

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人以上 平均人数

（人）

429  12.8 49.4 18.6 13.8 2.8 1.4 1.2 2.6

男性　計 235  17.0 43.4 20.9 12.3 3.0 1.7 1.7 2.6

20代 39  10.3 51.3 23.1 5.1 5.1 5.1 - 2.6

30代 34  26.5 35.3 20.6 8.8 8.8 - - 2.4

40代 56  14.3 35.7 26.8 19.6 1.8 1.8 - 2.6

50代 64  17.2 43.8 17.2 18.8 1.6 - 1.6 2.5

60代 42  19.0 52.4 16.7 2.4 - 2.4 7.1 2.6

女性　計 194  7.7 56.7 16.0 15.5 2.6 1.0 0.5 2.5

20代 34  8.8 58.8 11.8 8.8 5.9 2.9 2.9 2.7

30代 54  9.3 61.1 11.1 14.8 1.9 1.9 - 2.4

40代 42  7.1 35.7 28.6 23.8 4.8 - - 2.8

50代 49  4.1 63.3 16.3 16.3 - - - 2.5

60代 15  13.3 73.3 6.7 6.7 - - - 2.1

(%)

TOTAL

性×年齢

12.8

49.4

18.6
13.8

2.8 1.4 1.2

0%

20%

40%

60%

n=30以上で

TOTAL＋10pt以上

TOTAL－10pt以下

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人以上 平均人数

（人）

-2.6 7.2 -1.7 -0.7 -1.7 -0.5 -0.1 -0.2

男性　計 -2.7 8.7 -2.3 -1.1 -2.3 -0.4 0.1 -0.1

20代 -11.8 16.0 4.0 -6.7 -5.2 3.6 0.0 0.0

30代 -0.4 0.7 -2.5 5.0 3.0 -5.8 0.0 -0.1

40代 -0.5 10.7 -8.4 -0.9 -0.5 -0.5 0.0 -0.1

50代 -1.6 8.2 -1.6 -1.0 -2.4 -1.0 -0.4 -0.3

60代 -0.7 7.3 -1.6 -1.8 -5.6 1.0 1.5 -0.1

女性　計 -2.3 5.4 -0.8 -0.3 -0.9 -0.6 -0.5 -0.2

20代 -4.2 6.9 0.7 -6.0 2.2 1.0 -0.8 -0.5

30代 -4.3 4.3 2.5 -2.5 -0.6 0.7 0.0 0.0

40代 2.2 7.8 -2.5 -2.4 -1.8 -3.3 0.0 -0.3

50代 -4.8 10.1 -5.2 4.9 -3.8 0.0 -1.3 -0.3

60代 4.7 -1.0 -1.9 1.0 0.0 -2.9 0.0 -0.2

TOTAL

性×年齢

n=30以上で

TOTAL＋10pt以上

TOTAL－10pt以下
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4.3.5. 新型コロナウイルス感染拡大前、国内旅行日数（C5-1SQ3） 

回答者のコロナ感染拡大前、国内旅行に行っていた人のよく行っていた旅行日数は、「2

日」が 43.0%で最も多く、次いで「3日」が 29.6%で続き、平均日数は 2.6 日となる。 

 

図表 15: コロナウイルス感染拡大前、国内旅行日数(C5-1SQ3) 

 

  

n=

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日以上 平均日数

（日）

690  14.2 43.0 29.6 5.8 4.3 1.2 1.9 2.6

男性　計 380  13.4 45.3 28.9 6.3 3.7 1.1 1.3 2.5

20代 68  16.2 39.7 36.8 4.4 2.9 - - 2.4

30代 52  17.3 42.3 25.0 3.8 7.7 1.9 1.9 2.6

40代 88  10.2 46.6 33.0 6.8 1.1 1.1 1.1 2.5

50代 101  12.9 53.5 18.8 8.9 5.0 1.0 - 2.4

60代 71  12.7 39.4 33.8 5.6 2.8 1.4 4.2 2.7

女性　計 310  15.2 40.3 30.3 5.2 5.2 1.3 2.6 2.6

20代 54  22.2 33.3 24.1 5.6 11.1 - 3.7 2.8

30代 81  14.8 43.2 25.9 6.2 4.9 2.5 2.5 2.6

40代 61  16.4 37.7 34.4 4.9 4.9 - 1.6 2.5

50代 79  12.7 39.2 35.4 3.8 2.5 2.5 3.8 2.7

60代 35  8.6 51.4 31.4 5.7 2.9 - - 2.4

(%)

TOTAL

性×年齢

14.2

43.0

29.6

5.8 4.3 1.2 1.9

0%

20%

40%

60%

n=30以上で

TOTAL＋10pt以上

TOTAL－10pt以下
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4.3.6. 新型コロナウイルス感染拡大後、国内旅行日数（C5-2SQ3） 

コロナウイルス感染拡大後、国内旅行に行っていた人のよく行っていた旅行日数は、「2

日」が 51.0%で最も多く、次いで「1日」が 21.2%で続き、平均日数は 2.2 日となる。 

 

図表 16:コロナウイルス感染拡大後、国内旅行日数(C5-2SQ3) 

 

 

国内旅行によく行っていた日数を新型コロナウイルス感染拡大前と感染拡大後で比較す

ると、回答者全体では「1 日」で 7.0 ポイント、「2 日」で 8.0 ポイント、合計 15.0 ポイン

ト増加している。一方で「３日」では 9.6ポイント減少し、平均日数では 0.3日減少してい

る。性年齢別にみると、男性 40 代、女性 40 代、女性 60 代で「１日」「２日」の増加が多

く、一方で女性 40 代では「３日」での減少が多い。 

 

図表 17:国内旅行によく行っていた旅行日数 差分（感染拡大後 - 感染拡大前） 

 

n=

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日以上 平均日数

（日）

429  21.2 51.0 20.0 3.5 2.3 0.5 1.4 2.2

男性　計 235  21.7 49.4 20.4 4.3 2.6 0.4 1.3 2.2

20代 39  23.1 46.2 25.6 2.6 2.6 - - 2.2

30代 34  17.6 50.0 23.5 2.9 5.9 - - 2.3

40代 56  28.6 48.2 16.1 5.4 - - 1.8 2.1

50代 64  15.6 53.1 21.9 4.7 4.7 - - 2.3

60代 42  23.8 47.6 16.7 4.8 - 2.4 4.8 2.4

女性　計 194  20.6 53.1 19.6 2.6 2.1 0.5 1.5 2.2

20代 34  11.8 44.1 29.4 2.9 2.9 2.9 5.9 2.9

30代 54  24.1 53.7 13.0 3.7 5.6 - - 2.1

40代 42  21.4 64.3 14.3 - - - - 1.9

50代 49  18.4 55.1 22.4 2.0 - - 2.0 2.2

60代 15  33.3 33.3 26.7 6.7 - - - 2.1

(%)

TOTAL

性×年齢

21.2

51.0

20.0

3.5 2.3 0.5 1.4

0%

20%

40%

60%

n=30以上で

TOTAL＋10pt以上

TOTAL－10pt以下

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日以上 平均日数

7.0 8.0 -9.6 -2.3 -2.0 -0.7 -0.5 -0.3

男性　計 8.3 4.1 -8.5 -2.0 -1.1 -0.7 0.0 -0.3

20代 6.9 6.5 -11.2 -1.8 -0.3 0.0 0.0 -0.2

30代 0.3 7.7 -1.5 -0.9 -1.8 -1.9 -1.9 -0.3

40代 18.4 1.6 -16.9 -1.4 -1.1 -1.1 0.7 -0.4

50代 2.7 -0.4 3.1 -4.2 -0.3 -1.0 0.0 -0.1

60代 11.1 8.2 -17.1 -0.8 -2.8 1.0 0.6 -0.3

女性　計 5.4 12.8 -10.7 -2.6 -3.1 -0.8 -1.1 -0.4

20代 -10.4 10.8 5.3 -2.7 -8.2 2.9 2.2 0.1

30代 9.3 10.5 -12.9 -2.5 0.7 -2.5 -2.5 -0.5

40代 5.0 26.6 -20.1 -4.9 -4.9 0.0 -1.6 -0.6

50代 5.7 15.9 -13.0 -1.8 -2.5 -2.5 -1.8 -0.5

60代 24.7 -18.1 -4.7 1.0 -2.9 0.0 0.0 -0.4

TOTAL

性×年齢

n=30以上で

TOTAL＋10pt以上

TOTAL－10pt以下
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4.3.7. 2020～2022年の間、国内旅行をしていない理由（C6） 

2020～2022 年の間、国内旅行をしていない理由としては、「新型コロナウイルス感染拡

大は関係ない」が 41.2%で最も多い。次いで、「新型コロナ感染拡大が主な理由」37.2%、

「新型コロナウイルス感染拡大もあるがそれ以外の理由もある」21.7%となる。性年齢別に

みると、年齢が上がるにつれて「新型コロナウイルス感染拡大が主な理由」が多くなる傾向

にある。 

 

図表 18:2020～2022 年の間、国内旅行をしていない理由(C6) 

 

4.3.8. 旅行（プライベートでの旅行）意向（C1） 

回答者の旅行（プライベートでの旅行）の意向は、「行きたいと思っている」が 37.4%で

最も多く、次いで「どちらかといえば行きたいと思っている」が 22.0%で続く。「行きたい

と思っている」と「どちらかといえば行きたいと思っている」を合わせた『行きたい計』は

59.4%と過半数を超える。なお、「行きたいと思っていない」は 15.1%となる。 

性年齢別でみると、女性 30代で「行きたいと思っている」が 47.8%と多く、一方で男性

30代で『行きたい計』が 47.0%と少ない。 

 

  

新型コロナウイルス感

染拡大が主な理由

新型コロナウイルス感

染拡大もあるがそれ以

外の理由もある

新型コロナウイルス感

染拡大はほとんど関係

ない

n=

549  

男性　計 306  

　　20代 53  

　　30代 49  

　　40代 64  

　　50代 84  

　　60代 56  

女性　計 243  

　　20代 48  

　　30代 61  

　　40代 38  

　　50代 61  

　　60代 35  

(%)

TOTAL

性×年齢

37.2

37.3

32.1

26.5

40.6

39.3

44.6

37.0

27.1

36.1

36.8

41.0

45.7

21.7

19.0

15.1

20.4

29.7

13.1

17.9

25.1

16.7

34.4

26.3

23.0

22.9

41.2

43.8

52.8

53.1

29.7

47.6

37.5

37.9

56.3

29.5

36.8

36.1

31.4
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図表 19:旅行（プライベートでの旅行）意向(C1) 

 

 

ワクチンの接種回数別でみると、１回も摂取していない人では、「行きたいと思っている」

が 26.9%で少なく、一方で４回接種した人では 40.9%と層別にみて最も多くなっており、

接種回数が多くなるにつれて、「行きたいと思っている」比率が⾼くなる傾向がある。（図表

20）。 

 

図表 20:ワクチン接種回数別の旅行（プライベートでの旅行）意向(C1) 

  

(%)

行きたいと思っている
どちらかといえば行き

たいと思っている
どちらともない

どちらかといえば行き

たいと思っていない

行きたいと思っていな

い

n=

978  59.4

男性　計 541  59.5

　　20代 92  60.9

　　30代 83  47.0

　　40代 120  63.3

　　50代 148  60.8

　　60代 98  62.3

女性　計 437  59.3

　　20代 82  58.5

　　30代 115  65.2

　　40代 80  61.3

　　50代 110  55.5

　　60代 50  52.0

※行きたい計

※行きたい計

TOTAL

性×年齢

37.4

35.5

37.0

28.9

33.3

40.5

34.7

39.8

37.8

47.8

38.8

36.4

34.0

22.0

24.0

23.9

18.1

30.0

20.3

27.6

19.5

20.7

17.4

22.5

19.1

18.0

19.6

20.3

20.7

25.3

20.0

17.6

20.4

18.8

19.5

18.3

25.0

14.5

18.0

5.8

5.2

3.3

6.0

7.5

4.1

5.1

6.6

6.1

6.1

2.5

8.2

12.0

15.1

15.0

15.2

21.7

9.2

17.6

12.2

15.3

15.9

10.4

11.3

21.8

18.0

(%)

行きたいと思っている
どちらかといえば行き

たいと思っている
どちらともない

どちらかといえば行き

たいと思っていない

行きたいと思っていな

い

n=

978  59.4

1回も接種していない 145  42.8

1回～２回接種した 167  58.1

3回接種した 539  64.0

4回接種した 127  60.6

※行きたい計

※行きたい計

TOTAL

ワクチン

接種回数

37.4

26.9

35.9

39.9

40.9

22.0

15.9

22.2

24.1

19.7

19.6

26.9

20.4

16.7

22.8

5.8

5.5

6.6

6.1

3.9

15.1

24.8

15.0

13.2

12.6
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4.3.9. 性年齢、ワクチン接種回数、旅行意向の３元表分析 

性年齢、ワクチン接種回数、旅行意向がそれぞれどのように関連しているのかを確認する

ため、性年齢（[S]）、ワクチン接種回数（[V]）、旅行意向（[T]）の３元表での対数線形モ

デル分析を行った。分析には、R.4.3.0 Windows 版 64bit を用いた。なお、分析に際して、

ワクチン接種回数は、「1回接種した」と「2 回接種した」を『1～2回接種した（1～2 回）』

とし、旅行意向は、「行きたいと思っている」と「どちらかといえば行きたいと思っている」

を『意向 TOP2』、「どちらともいえない」「どちらかといえば行きたいと思っていない」「行

きたいと思っていない」を『意向非 TOP2』とデータを加工している。対数線形モデル分析

の各モデルの適合度の指標を下表にまとめた（図表 21）。 

 

図表 21:モデル評価 

 

 

①[S][V][T]は、３変数がそれぞれに独立している独立モデルであり、⑨[SVT]が飽和モデ

ルとなっている。②[T][SV]、③[V][ST]、④[S][VT]は、２つの変数は関連し、残りの一つ

の変数が独立しているモデル、⑤[SV][ST]、⑥[ST][VT]、⑦[SV][VT]は１つの変数は残り

の２つの変数と関連があるが、残りの２つの変数は条件付きに独立しているモデル、⑧

[SV][ST][VT]は３変数が互いに関連しているモデルとなっている。 

適合度指標をみると、⑦[SV][VT]、⑧[SV][ST][VT]の２つのモデルで、カイ二乗統計量

の p 値が 0.05 以上となっている。さらに AIC、BIC を基準とした最も小さいモデルは⑦

[SV][VT]であることから、⑦[SV][VT]モデルを採用することとする。 

⑦[SV][VT]モデルは、「性年齢」と「ワクチン接種回数」は関連し、「ワクチン接種回数」

と「旅行意向」が関連しているが、「性年齢」と「旅行意向」は独立しているモデルである。

そのため「性年齢」は「ワクチン接種回数」に関連しており、さらに「ワクチン接種」は「旅

行（プライベートでの旅行）意向」に関連があると言うことができる。 

パラメーターの推定値を図表に示す（図表 22参照）。ワクチン接種回数が「1 回も接種して

尤度比

統計量

ピアソン

カイ二乗

統計量

自由度 p値 AIC BIC

① [S][V][T] 311.1720 382.6387 66 p<0.01 339.1720 398.5085

② [T][SV] 58.9106 56.4094 39 p<0.05 140.9106 314.6819

③ [V][ST] 301.0619 362.7889 57 p<0.01 347.0619 444.5434

④ [S][VT] 289.9021 355.0750 63 p<0.01 323.9021 395.9536

⑤ [SV][ST] 48.8005 46.70613 30 p<0.05 148.8005 360.7167

⑥ [ST][VT] 279.7920 336.0782 54 p<0.01 331.7920 441.9884

⑦ [SV][VT] 37.6407 35.18102 36 0.507 125.6407 312.1269

⑧ [SV][ST][VT] 27.0566 25.25737 27 0.560 133.0566 357.6878

⑨ [SVT] 0.0000 0.0000 0 1 160.0000 499.0660

※S：性年代、V：ワクチン接種回数、T：旅行意向
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いない」は、「0 回」と表記している。パラメーターの数値をみると、性年齢では、男性 50

代の値が⾼く、ワクチン接種回数では 3 回の値が⾼く、旅行意向では意向 TOP2 で⾼い。 

性年齢×ワクチンの接種回数をみると、ワクチン接種回数 1～2 回では男性 20 代、女性

20代でパラメーターの値が⾼く、男性女性共に 20代の年齢層ではワクチン接種回数が 1～

2 回の人が多いといえる。またワクチン接種回数 3 回では、男性 40 代、男性 50 代、女性

50 代でパラメーターの値が⾼く、4 回では男性 60 代、女性 60 代でパラメーターの値が⾼

いため、男女ともに 50 代以上の層では、ワクチン接種が 3回以上の人が多いといえる。男

性ワクチン接種回数×旅行意向では、3回×意向 TOP2でパラメーターの値が有意となり、

ワクチン接種回数 3 回で旅行意向者が多いことがわかる。 

 

図表 22:⑦［SV］［VT］モデル パラメーター推定値と有意確率 

 

パラメー

ター
標準誤差 Z値 有意確率

Signif.

Codes

パラメー

ター
標準誤差 Z値 有意確率

Signif.

Codes

定数項 2.07 0.05 41.77 0.00 ** 男性20代×1～2回 0.71 0.21 3.45 0.00 **

男性20代 -0.03 0.16 -0.16 0.87 男性30代×1～2回 -0.25 0.24 -1.04 0.30

男性30代 -0.03 0.14 -0.20 0.84 男性40代×1～2回 0.33 0.22 1.51 0.13

男性40代 0.09 0.16 0.54 0.59 男性50代×1～2回 -0.56 0.24 -2.37 0.02 *

男性50代 0.28 0.12 2.24 0.03 * 男性60代×1～2回 -1.05

男性60代 -0.02 女性20代×1～2回 0.64 0.21 2.99 0.00 **

女性20代 -0.10 0.16 -0.62 0.53 女性30代×1～2回 0.37 0.20 1.87 0.06

女性30代 0.21 0.14 1.49 0.14 女性40代×1～2回 0.23 0.21 1.09 0.28

女性40代 -0.02 0.13 -0.13 0.90 女性50代×1～2回 -0.35 0.23 -1.50 0.13

女性50代 0.15 0.13 1.21 0.23 女性60代×1～2回 -0.07 0.29 -0.24 0.81

女性60代 -0.53 0.18 -3.01 0.00 ** 男性20代×3回 -0.05 0.19 -0.24 0.81

0回 -0.24 男性30代×3回 0.00 0.17 0.00 1.00

1～2回 -0.09 0.08 -1.15 0.25 男性40代×3回 0.39 0.18 2.21 0.03 *

3回 1.06 0.06 17.16 0.00 ** 男性50代×3回 0.57 0.14 3.99 0.00 **

4回 -0.72 0.11 -6.74 0.00 ** 男性60代×3回 -0.31

意向TOP2 0.13 0.04 3.40 0.00 ** 女性20代×3回 -0.12 0.19 -0.62 0.54

意向非TOP2 -0.13 女性30代×3回 0.03 0.17 0.18 0.85

男性20代×0回 0.27 女性40代×3回 -0.05 0.17 -0.33 0.74

男性30代×0回 0.49 女性50代×3回 0.30 0.15 1.98 0.05 *

男性40代×0回 0.33 女性60代×3回 -0.76 0.25 -3.03 0.00 **

男性50代×0回 0.03 女性20代×4回 -0.86 0.41 -2.10 0.04 *

男性60代×0回 -0.56 女性30代×4回 -0.88 0.36 -2.46 0.01 *

女性20代×0回 0.34 女性40代×4回 0.26 0.26 1.01 0.31

女性30代×0回 0.48 女性50代×4回 0.09 0.25 0.36 0.72

女性40代×0回 -0.43 女性60代×4回 1.73 0.24 7.35 0.00 **

女性50代×0回 -0.04 男性20代×4回 -0.94 0.41 -2.29 0.02 *

女性60代×0回 -0.90 男性30代×4回 -0.24 0.31 -0.78 0.44

男性40代×4回 -1.05 0.41 -2.56 0.01 *

男性50代×4回 -0.03 0.25 -0.13 0.89

男性60代×4回 1.91

0回×意向TOP2 -0.28

1～2回×意向TOP2 0.03 0.07 0.49 0.63

3回×意向TOP2 0.16 0.05 3.17 0.00 **

4回×意向TOP2 0.09 0.07 1.15 0.25

0回×意向非TOP2 0.28

1～2回×意向非TOP2 -0.03

3回×意向非TOP2 -0.16

4回×意向非TOP2 -0.09

Signif. codes:  ‘**’ 0.01 ‘*’ 0.05
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モデル⑦[SV][VT]の観測度数、期待値、標準化残差を表に示す（図表 23 参照）。期待

値と観測度数の乖離を標準化残差でみると、すべてのセルで 1.96 以上の絶対値となるセル

はなく、当てはまりはよいと言える。 

 

図表 23:⑦［SV］［VT］モデル 観測度数、期待値、残差 

 

 

  

0回 1～2回 3回 4回 0回 1～2回 3回 4回 0回 1～2回 3回 4回

男性20代 4.0 18.0 31.0 3.0 6.8 16.8 28.2 1.8 -1.2 0.3 0.5 0.8

男性30代 5.0 5.0 26.0 3.0 8.6 6.4 29.4 3.6 -1.3 -0.6 -0.6 -0.3

男性40代 9.0 11.0 53.0 3.0 8.1 12.8 48.6 1.8 0.3 -0.5 0.6 0.8

男性50代 10.0 6.0 66.0 8.0 7.3 6.4 70.4 6.1 1.0 -0.2 -0.5 0.7

男性60代 3.0 3.0 20.0 35.0 3.0 2.9 21.8 31.5 0.0 0.1 -0.4 0.6

女性20代 5.0 15.0 26.0 2.0 6.8 14.5 24.3 1.8 -0.7 0.1 0.3 0.1

女性30代 13.0 18.0 42.0 2.0 10.7 15.1 38.4 2.4 0.7 0.7 0.6 -0.3

女性40代 4.0 10.0 32.0 3.0 3.4 10.5 28.2 6.1 0.3 -0.1 0.7 -1.4

女性50代 7.0 6.0 42.0 6.0 6.0 7.0 47.4 6.1 0.4 -0.4 -0.8 0.0

女性60代 2.0 5.0 7.0 12.0 1.3 4.6 8.3 15.8 0.6 0.2 -0.5 -1.0

男性20代 12.0 11.0 13.0 0.0 9.2 12.2 15.8 1.2 0.9 -0.3 -0.7 -1.5

男性30代 15.0 6.0 20.0 3.0 11.4 4.6 16.6 2.4 1.0 0.6 0.8 0.4

男性40代 10.0 11.0 23.0 0.0 10.9 9.2 27.4 1.2 -0.3 0.6 -0.9 -1.5

男性50代 7.0 5.0 44.0 2.0 9.7 4.6 39.6 3.9 -0.9 0.2 0.7 -1.1

男性60代 4.0 2.0 14.0 17.0 4.0 2.1 12.2 20.5 0.0 -0.1 0.5 -0.8

女性20代 11.0 10.0 12.0 1.0 9.2 10.5 13.7 1.2 0.6 -0.1 -0.5 -0.2

女性30代 12.0 8.0 18.0 2.0 14.3 10.9 21.6 1.6 -0.6 -0.9 -0.8 0.3

女性40代 4.0 8.0 12.0 7.0 4.6 7.5 15.8 3.9 -0.3 0.2 -1.0 1.4

女性50代 7.0 6.0 32.0 4.0 8.0 5.0 26.6 3.9 -0.4 0.4 1.0 0.0

女性60代 1.0 3.0 6.0 14.0 1.7 3.4 4.7 10.2 -0.6 -0.2 0.6 1.1

旅行意向

非TOP2

旅行意向

TOP2

期待値 残差（標準化）観測度数
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4.4. 帰省について 

4.4.1. 2020～2022年の間、都道府県を跨いだ帰省の有無（C7） 

回答者の 2020～2022 年の間、都道府県を跨いだ帰省は、「帰省をした」が 28.0%、「都道

府県を跨いだ帰省先はあるが帰省はしていない」が 17.1%となり、「帰省をした」方が 10.9

ポイント上回る。 

 

図表 24: 2020～2022 年の間、都道府県を跨いだ帰省の有無(C7) 

 

 

4.4.2. 帰省をした年（C8） 

帰省をした回答者の帰省をした年は、「2020 年」47.1%、「2021 年」70.8%、「2022 年」

78.5%となり、増加傾向にある。 

 

図表 25:帰省をした年(C8) 

 

 

帰省をした

都道府県を跨いだ移

動を伴う帰省先はある

がその期間帰省はして

いない

都道府県を跨いだ移

動を伴う帰省先はない

n=

978  

(%)

TOTAL 28.0

26.4

17.1

17.9

54.9

55.6

n=274

2020年 2021年 2022年

47.1

70.8
78.5
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40%

60%
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Travel awareness and behavior in the spread of COVID-19 

 

 

Tomoyuki Kumagai 

Marketing Service Co.,Ltd. 

 

 

 

 

［Abstract］ 

This study was conducted to confirm what changes in travel awareness and behavior have 

occurred due to the spread of COVID-19. According to the survey results, around 50% of 

people have not traveled domestically since the spread of COVID-19. Among those who 

have not traveled domestically, "the spread of COVID-19 is the main reason" was upper half 

of 30%. Compared to before the spread of COVID-19, the percentage of people who took 

domestic trips and the number of days of domestic trips since the spread of COVID-19 

decreased. The number of people returning to their hometowns after the spread of COVID-

19 has been on the rise over the three years from 2020 to 2022. In addition, there were more 

people with intention to travel than those with no intention to travel, and the number of 

vaccinations was associated with intention to travel. 

 

 

［Keyword］COVID-19, vaccination, Japan domestic travel, number of trips、travel days, 

number of travelers 

 

 

 

 


